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【分析結果】 
本研究の分析結果は以下の通りである。 
（１）まず、計測結果から、改革開放以降、稲作 TFPが 1978年から 2013年にかけて、変動しな
がら上昇していることが確認できた。品種改良の成果、改良品種の普及状況と TFP の変動傾向を
合わせて考察した結果、品種改良は長期的に稲作 TFP の上昇に貢献し、TFP の変動と密接に相関
していることが確認できた。 
（２）そして、米の需給バランスの変化、労働力と農地の減少、自然災害の発生状況によって、
稲品種改良に関する政策が変化してきていることが明らかになった。その中特に、長期的な米の
供給過剰状況のもとでの貯蔵経費や農家所得確保ための財政負担が重くなり、安定的な生産を実
現するために地域特性に合致する品種が求められることは稲品種改良の市場化を促進した。 
（３）また、政策転換による品種改良の市場化は確実に稲品種改良事業を促進した。一方、市場
化によって、遺伝子資源と育種人材の豊かな組織ほど種子市場を地域独占、寡占化する傾向にあ
るが、種子企業は品種開発の中核になっていないなど、多くの課題が残っている。 
（４）最後、江蘇省において、稲作農家が品種選択する際に重視する特性は「収量が高い」、「食
味が良い」、「病虫害耐性が強い」、「直播また機械移植にあう」、「販売しやすい」の順であること
が明らかになった。稲作農家の品種選択行動に影響を与える要因として、地域、年齢、学歴、稲
作収入/農家収入、家族人数、家の農業従事者数、単収、稲の販売割合、親友の推薦、農業技術員
の推薦が有意となった。その中で、稲の販売割合が高く学歴の低い農家は相対的に収量の高い品
種を選ぶ可能性が高く、高齢の経営者で家族人数が多く稲作収入の割合が高い農家は品質の高い
品種を重視する傾向が明らかになった。 
 
【結論】 
本研究の分析から、1978年以降の中国において、稲品種改良は稲作 TFPの上昇に貢献して
いることが明らかになった。また、品種改良事業が従来の国の支援及び管理から市場メカニ
ズムへと転換・誘導されたことにより、稲品種改良そのものは促進したものの、その成果（改
良品種・開発品種）がうまく生産現場に普及していない、登録審査が厳しく開発期間が長期
間に及んでいる、新品種の普及において種子企業はその役割を果たしていない、育種人材を
確保し、遺伝資源が豊かな組織が種子市場を独占、寡占する傾向にある、等々現行制度にま
だ多数の課題が存在している。このため、中国における今後の米の増産と安定供給をより確実
なものにするために、以下の４点の改善が重要である。①突破性のある品種の開発と技術進歩を
促進する政策支援。②開発品種の審査期間を短縮することにより市場化を促進。③種子企業は購
入した品種の特徴を理解して新品種の普及に貢献すること。④種子企業が品種開発の中核になっ
た後、公的機関（農科所、大学）の位置付けを明確にする制度設計が必要。 
